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革命 文化史の考察でもあるからだ︒取り扱う課題が多岐にわたる分︑芸術の通 は対象外で り︑美術史の観点からすれば︑本書の視野はルーツが絵画︑彫刻︑音楽などに求められる前衛芸術︑すなわち︑のちに﹁パフォーマンス・アート﹂と呼ばれるようになるものに限られている︒その他 映画︑舞踊 演劇︑写真なども本書では分析 対象から外されている︒さらに︑主題の︿
radical 
avant-garde ﹀は年代順の美術史のなかの出来事としては扱われない︒
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美術活動を再考する姿勢は︑本書の著しい特色と言える︒文化史・歴史学の専門家として分析するマロッティの議論は︑一般的な﹁アート﹂という枠組みが︑本書において吟味される諸実践の革命的性質を論ずるには不十分であることを示している︒なぜなら︑完成した﹁オブジェクト﹂を主な対象と 既存の美術史のアプローチは︑美術と社会的プラクシスの強く結ばれた関係を分析するには 根本 に不向きだからである︒それに対し著者は︑前衛芸術家の赤瀬川原平の活動をはじめ︑実践的 パフォーマンスや政治的行為を中核とする芸 の分析を通して︑ ﹁テクスト﹂や﹁作品﹂を研究の原理的対象とする問題意識とは明らかに異なる︑歴史学を軸とした美 の物語を紹介する︒　
本書は︑戦前から一九五〇年代までの芸術活動と戦後民主主義︑









作品を構成する重大な要素である 同時に 作品は作家 政治的






















式と戦後社会における天皇制の関係など︑複数の関連した問題が歴史学 理論の観点から取り上げられる︒ランシエールの理論を採用するこ で︑赤瀬川ら 仕事はマルクス主義の美学の政治学︑そして一九六〇年代 国家を超えた言論と結びつけられる︒ここで紹介される赤瀬川の活動と日本の法システムとの対立がやがて大規模な芸術プロジェクトへと発展する様子は︑本書 三部をまとめるテーマとなってい ︒　
第二部では︑一九四九年から一九六三年の間に開催された読売





































ipponica 70, no.1 （
2015 ）に掲載された英文テ
クストの翻訳である︒
